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宮島彫り（みやじまぼり）
木材の素地や木目を生かした写実的な彫りが特徴の
宮島彫り。江戸時代後期、甲州（山梨県）の彫刻師、
波木井昇斎（はぎい・しょうさい）によって伝えら
れた。昭和５７年、杓子、ろくろ細工、角盆とともに
経済産業大臣指定伝統的工芸品に指定。さまざまな
彫刻刀を駆使し、「浮き彫り」、「しずめ彫り」、「すじ
彫り」と３つの技法で仕上げていく。写真は「すじ
彫り」といわれる技法。伝統工芸士の広川和男さん
は、塗りの盆に下絵もなく、彫刻刀のみで描き出す。
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